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1. 概要
全方位カメラを用いて、複数人同時で食事
記録を行うシステムの提案。
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2. 提案システム
Insta360 ONE X2とApple CoreMLを用い
て、食事記録を行う。
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4 . 評価と限界
100種類検出できるが、検出されにくい料理(ごはん、麻婆
豆腐など)も存在。カロリー推定ができるのは17種類。
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3. 動作例と結果(続き)
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カロリー推定が可能な料理

ごはん 焼きそば たこ焼き エビチリ 焼き鳥

コロッケ 餃子 酢豚 サラダ 春巻き

から揚げ とんかつ 肉じゃが 牛丼 筑前煮

きんぴら プライドポテト (全17種類)

カロリー量推定誤差[kcal]

料理名 CalorieCam 提案手法

鶏のから揚げ 121.2 328.3

コロッケ 29.8 69.1

酢豚 492.9 952.9

少し食べると、領域分割がうまくいかない料理が存在

既存研究に比べて、カロリー量推定誤差が大きい

物体検出結果
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